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２ 基本方針における具体的施策 

各基本方針に基づく、今後の方向と関連事業を位置づけ、市の役割について計画を推

進していくものとしています。 

 

基本方針１ 妊娠期からの子育てを支える 
 

１ 安心して子どもを産むことができる環境づくり 

（１）母子保健の推進  

妊娠期から産前・産後の女性のからだには大きな変化が起こります。健康で無事な出

産を迎えるためには、日常生活、栄養、環境その他いろいろなことに気を配る必要があ

ることから、定期的な健康診査や専門家の保健指導を受けて、その人の状況に応じた働

き方ができるような職場環境の整備が必要です。 

近年は、ひとりの女性が産む子どもの数が減少し、母親自身のきょうだいの数も少な

くなっていることから、大人になるまでに乳幼児に接した経験がない人が増えています。

そのため、乳幼児の扱い方が分からない、子育てに不安や負担感が大きいといったこと

が起こる背景ともなっています。 

妊娠期から子育て期にわたって切れ目なく包括的な支援を行う子育て世代包括支援セ

ンターが中心となり、妊産婦、乳幼児、父親を含む家庭全体についての情報を一元的に

収集、蓄積することにより、さまざまな関係機関との連携と効果的な支援が可能となり

ます。 

妊娠・出産・子育てのリスクの有無にかかわらず、すべての妊産婦、乳幼児とその家庭

を対象に予防的な視点と利用者の立場に立った支援を行います。 

 

【関連事業の概要】 

No 事業名 事業の概要等 担当課 

1 

妊婦健康診査  妊婦及び胎児の健康状態の確認及び経済的な負担軽

減を目的に、医療機関及び助産院における妊婦健康診

査の受診に対し、最大 14 回まで費用の一部を助成してい

ます。 

子育て支援課 

2 

妊婦歯科健康診査  妊婦のむし歯・歯周病の早期発見と母子の歯科疾患予

防を目的として実施しています。 

 妊娠届出時の面談の場を活用し、事業の周知を図るとと

もに受診勧奨を行い、受診率の向上を図っています。 

子育て支援課 
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No 事業名 事業の概要等 担当課 

3 

母子健康手帳交付

（妊娠届出の受理） 

 母子の健康管理を目的として、母子健康手帳を交付し

ています。 

 子育て世代包括支援センターにおいて、妊娠届出時に

保健師・助産師による面談を行うことで、家庭環境や心身

の健康に課題のある妊婦の把握を行い、出産前からの関

わりを深めることで出産後の養育支援につなげています。 

子育て支援課 

4 

予防接種事業  伝染の恐れのある疾病の発生及びまん延を予防するこ

とを目的として、予防接種を実施しています。 

 定期接種ワクチンの追加や接種期間の変更について広

報誌・ホームページ、個別通知等での周知・啓発に努め、

接種率の向上を図っています。 

 引き続き、年少児インフルエンザワクチン接種費用の助

成を行います。 

子育て支援課 

5 

乳幼児健康診査  疾病・障害・育児不安等の早期発見、早期対応及び予

防を目的に、医師、歯科医師、保健師、栄養士、歯科衛

生士、心理相談員等による診察、保健指導等を行ってい

ます。 

 中核市移行に伴い、小児慢性特定疾病児などの支援に

関する業務が引き継がれたため、経過観察健診にて療育

相談を行います。 

子育て支援課 

6 

乳幼児保健歯科教

室 

 むし歯の予防、早期発見及び早期治療を目的に、乳幼

児とその保護者を対象に、教室等を行っています。 

 事業の周知・啓発に努め、参加率の向上を図っていま

す。 

子育て支援課 

7 

母子保健訪問指導  家庭で保健指導をする必要のある乳幼児とその家族を

対象に保健師等が訪問して個別指導を行っています。 

 こんにちは赤ちゃん訪問や養育支援訪問等と連携し、

妊婦・乳幼児の健康の保持及び増進に努めています。 

子育て支援課 

8 

母子保健教室  母体の保護及び乳幼児の健康の保持・増進、生活習慣

づくり及び育児支援のため、必要な情報の提供及び実

技・実習・仲間づくりを行っています。 

 育児教室等を開催するとともに、地域における保護者の

交流の場へも専門職を派遣し、育児支援に努めていま

す。 

子育て支援課 
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No 事業名 事業の概要等 担当課 

9 

母子保健相談  母親及び乳幼児並びにその家族を対象に、心身の発育

発達、離乳食、生活習慣づくり、母乳育児等育児全般に

ついて、保健師、栄養士、歯科衛生士等による個別相談

を行っています。 

子育て支援課 

10 

食育推進事業  食育推進計画を包含した「健康増進計画」と整合性を図

りながら、食育の推進に取り組みます。 

 「かみかみの日」のロゴマークを使用した物品を配布し

て、広く市民への周知・啓発を図っています。 

保健総務課 

11 

不育症治療費助成  受診者の経済的負担の軽減を図るため、治療に要した

医療保険適用外の費用の一部助成を行っています。 

 広く市民への周知に努めて、制度の利用促進を図って

います。 

保険事業室 

12 

産後ケア事業  妊娠・出産、子育てに関する悩み等に対し、保健師等の

専門職が相談支援・育児支援を行うとともに、医療機関等

と連携した母子支援を実施しています。 

 非課税世帯等への利用負担の軽減を図るとともに、多様

なニーズに対応できるようショートステイ型とデイサービス

型を実施し、連携した母子支援を実施しています。 

子育て支援課 

13 

産婦健康診査事業  産後うつの予防や新生児への虐待予防等のため、産後

の初期段階における母子に対する支援を強化できるよう、

産後２週間・１か月頃の受診費用の一部を助成していま

す。 

 ２回の受診を促進し、健診結果に応じて産後ケアや直接

的な支援につなげる体制づくりを図っています。 

子育て支援課 
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（２）子育てに関する情報提供の充実  

本市では、さまざまな子育て支援事業を行っていますが、就学前児童のニーズ調査結

果では、ほとんどの保護者に認知されている事業がある一方で、認知が不十分な事業も

あります。「ねやがわ子育てナビ」（冊子版・Web版）を中心に、総合的な子育て情報

の発信を行っていますが、就学前児童のニーズ調査結果では、同サービスの利用経験者

は3割未満という実態もあります。また、積極的に情報を収集して活用している人と、

そうでない人との差が大きいという指摘もみられます。 

多様な媒体・手法による情報発信を充実するとともに、乳児家庭全戸訪問事業など

のアウトリーチの機会を通じた情報提供にも注力して、必要な人に必要な情報が届く

よう取組を進めます。 

 

【関連事業の概要】 

No 事業名 事業の概要等 担当課 

14 

ねやがわ子育てナビ  「ねやがわ子育てナビ」（冊子・Web 版）により、子育て

に関する総合的な情報提供を行っています。 

 掲載内容及び配布先の精査を行い、効率的かつ効果

的な情報提供を行っています。 

子育て支援課 

15 

子育て情報配信サー

ビス 

 子育てに関する情報を携帯端末等に配信することで、

子育て家庭が必要な情報を手軽に入手できるようにして

います。 

 情報配信サービスの周知を図り、より多くの子育て情報

を配信できるよう努めています。また、アプリ、LINE など

による情報配信等もあわせて、利用者ニーズに即した効

果的な情報配信を行っています。 

子育て支援課 

子育てリフレッ

シュ館 

16 

乳児家庭全戸訪問事

業（こんにちは赤ち

ゃん訪問） 

【確保方策 P●】 

 生後 4 か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、

乳児と保護者の状況並びに養育環境の把握を行い、子

育てに関する情報提供とともに、支援が必要な家庭に対

して適切な子育て支援へつなげています。 

 訪問員連絡会を定期的に実施し、研修などを通じて訪

問員の資質向上を図っています。 

子育て支援課 
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No 事業名 事業の概要等 担当課 

17 

利用者支援事業 

【確保方策 P●】 

 子どもやその保護者に身近な場所で、教育・保育施設

や地域の子育て支援事業等の情報提供及び相談対応・

助言とともに、必要に応じて関係機関との連絡調整を行

い支援につなげています。 

 ＲＥＬＡＴＴＯ（リラット）の子育てコンシェルジュや他機

関との連携による支援を充実させるとともに、地域の子育

て支援に対するニーズの把握に努めています。 

子育て支援課 

子育てリフレッ

シュ館 

保育課 
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２ ワーク・ライフ・バランスの推進 

家事や子育てと仕事を両立して働き続けたいと希望する女性は増えており、男性も仕

事だけでなく家族との時間や個人の生活を充実させたいと思っています。また、介護が

必要な家族を抱えていたり、ボランティアや趣味の活動を重視したりする人も増えてい

るなど、仕事と生活を調和させて充実した人生を送るワーク・ライフ・バランスに対す

る関心は高まっています。 

社会の高齢化と人口減少は働き手が少なくなることにつながります。社会全体の活力

を維持するためには、働きたい気持ちがあれば、その人の状況に応じた働き方ができる

ような職場環境の整備が必要です。 

ニーズ調査の結果をみると、育児休業を取らずに離職した母親（全体の 14.0％）の

離職理由として「仕事に戻るのが難しそうだった」（26.5％)、「職場に育児休業の制度

がなかった」（20.9％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（20.9％）を

挙げている人がいます。一方で、育児休業を取らずに働いた父親（全体の 82.5％）の

うち27.8％が「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」と回答しています。 

保護者が男女ともに子どもや子育てに向き合い、家庭における子育ての負担や不安を

分かち合える環境づくりを推進していきます。 

 

【関連事業の概要】 

No 事業名 事業の概要等 担当課 

18 

ワーク・ライフ・バ

ランスに関する啓発 

 育児・介護休業制度の利用や労働時間の短縮等、子

育て中も就労を継続できるよう、事業主や労働者、市民

に対する啓発を行っています。 

 性別・年齢に関わりなく、幅広い市民が参加、利用でき

る内容の創意工夫や利便性の向上に努めています。 

 父親の育児参加や育児休業取得を促進する情報発信

やパパママ教室等の父親も参加しやすい講座・イベント

を開催し、意識啓発に努めています。 

人権文化課 

産業振興室 

子育て支援課 

子育てリフレッ

シュ館 

19 

父子健康手帳交付事

業 

 妊娠期からの父親の育児参加を促進するため、父親

向けに育児方法を記載した手帳を作成し、妊娠届出時

に交付しています。 

 子育て世代包括支援センター開始に伴い、助産師・保

健師と面接の際に、手帳について説明することで、父親

の育児参加への意識喚起を行っています。 

子育て支援課 
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No 事業名 事業の概要等 担当課 

20 

パパママ体験教室・

プレママ教室 

 健康でよいお産をするために、妊娠、出産、育児等に

ついて学び、沐浴実習や妊娠体験などの実習やグルー

プワークを行っています。 

 支援が必要な妊婦等には、子育て世代包括支援セン

ター等との連携を密にして必要な支援につなげていま

す。 

子育てリフレッ

シュ館 

 


